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令
和
三
年
度
日
展（
第
八
回

日
本
美
術
展
覧
会
）に
お
い
て
、

文
学
部
文
学
科
の
岩
井
秀
樹
教

授
が
、
平
成
二
十
九
年
度
に
続

き
二
度
目
の
特
選
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

日
展
は
、
文
展
創
立
か
ら
帝

展
を
経
て
百
十
余
年
、
芸
術
界

で
は
最
も
権
威
が
あ
り
知
名
度

も
高
く
、
特
に
書
道
の
分
野
で

は
、
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
公
募

展
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
全
国
の
名
だ
た
る
書
家

が
入
選
を
目
指
し
て
凌
ぎ
を
削

っ
て
い
ま
す
が
、
入
選
率
は
わ

ず
か
に
10
％
前
後
と
い
う
難
関

で
す
。

　

今
年
度
の
書
の
分
野
で
の
応

募
総
数
は
八
千
五
百
十
八
点
、

そ
の
う
ち
入
選
者
は
13
％
の

千
八
十
三
点
、
さ
ら
に
特
選
に

至
っ
て
は
入
選
者
の
わ
ず
か

0.1
％
の
十
作
品
と
い
う
結
果
で

し
た
。

　

岩
井
教
授
の『
定
家　

月
の

う
た
』と
題
し
た
出
品
作
に
は
、

「
特
選
作
で
は
唯
一
の
巻
子
本

で
あ
る
本
作
。
文
字
が
集
団
と

な
り
や
が
て
消
え
ゆ
く
様
は
、

こ
の
タ
イ
ト
ル
の
よ
う
に
雲
間

の
月
の
如
き
美
し
さ
で
あ
る
。

多
様
な
秀
作
が
揃
っ
た
仮
名
作

品
の
中
、
格
調
と
い
う
こ
と
で

は
一
つ
抜
き
出
た
傑
作
と
い
え

る
」と
の
授
賞
理
由
が
添
え
ら

れ
、
岩
井
教
授
の
作
品
が
日
本

の
書
道
界
で
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

日
展
は
、十
月
二
十
九
日（
金
）

よ
り
十
一
月
二
十
一
日（
日
）ま

で
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
書
道
家
が
訪
れ
ま
し
た
。

岩
井
秀
樹
教
授
が

日
展
で
特
選
受
賞

令
和
三
年
度

栄
養
関
係
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣
よ
り

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

聖徳大学
人間栄養学部

須永 美幸 教授

表
彰

　

十
月
十
日（
日
）、
松
戸
中
央

公
園
で「
ア
ー
ト
パ
ー
ク
14
~

お
さ
ん
ぽ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
~
」

（
聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所
、

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研
究
所
主

催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。十
四

回
目
と
な
る
今
年
は
、
昨
年
に

続
き
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、「
見
て

楽
し
む
ア
ー
ト
パ
ー
ク
」を
基
本

と
し
つ
つ
、一
部
シ
ャ
ボ
ン
玉
な

ど
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
身
近
な
素

材
を
使
っ
て
公
園
を
ア
ー
ト
な

空
間
に
変
身
さ
せ
、
散
歩
を
し

な
が
ら
鑑
賞
が
楽
し
め
ま
す
。

当
日
は
七
○
○
名
の
親
子
参
加

が
あ
り
、
受
付
で
検
温
を
す
る

な
ど
感
染
対
策
も
し
っ
か
り
と

ら
れ
ま
し
た
。

　

展
示
は
公
園
全
体
を
使
い
、

十
三
の
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
内
か

ら
は
大
学
児
童
学
科
の
各
ゼ
ミ

（
大
成
哲
雄
ゼ
ミ
、
関
口
明
子

ゼ
ミ
、
西
園
政
史
ゼ
ミ
、
祓
川

摩
有
ゼ
ミ
）と
学
生
有
志
が
参

加
。
短
期
大
学
部
保
育
科
か
ら

は
、
永
井
妙
子
教
授
、
北
沢
昌

代
准
教
授
の
グ
ル
ー
プ
が
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
か
ら

は
保
育
園
、
松
戸
市
中
学
校
美

術
部
有
志
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
、

児
童
館
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど

六
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、カ
ラ
ー

ビ
ニ
ー
ル
を
テ
ー
プ
で
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
作
っ
た
五
つ
の
大
き
な

立
方
体「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｑ
」

（
大
成
ゼ
ミ
）の
展
示
、
手
作
り

楽
器
の
演
奏（
関
口
ゼ
ミ
）、
子

ど
も
た
ち
と
の
ダ
ン
ス（
祓
川

ゼ
ミ
）を
行
い
、
北
沢
准
教
授

の
グ
ル
ー
プ
は
、オ
ン
ラ
イ
ン

で
保
育
園
と
交
流
し
、
学
生
と

園
児
が
お
互
い
に
顔
を
描
き
あ

っ
た
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。ま

た
、
学
生
有
志
の「
こ
ど
も
ち

ゃ
ん
ね
る
」は
、
会
場
の
様
子

を
学
生
と
こ
ど
も
キ
ャ
ス
タ
ー

が
イ
ン
ス
タ
ラ
イ
ブ
で
発
信
し

好
評
で
し
た
。

　

来
場
者
は
、
ゆ
っ
く
り
公
園

を
散
歩
し
な
が
ら
風
や
緑
を
感

じ
な
が
ら
ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
か

ら
は「
屋
外
で
の
活
動
で
気
分

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」「
日

頃
の
学
習
成
果
を
披
露
で
き
て

自
信
が
つ
い
た
」な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ア
ー
ト
パ
ー
ク
」は
今
後
も

地
域
と
大
学
が
連
携
し
、
公
園

を
核
に
学
生
、
市
民
が
楽
し
め

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
更
な

る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�ž�Ó�Ä�Í �Ó�«
�ž�Ó�Ä�Í �Ó�«

14

�Ö�Ö

お
さ
ん
ぽ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

お
さ
ん
ぽ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム�Ö�Ö

　

多
年
に
わ
た
り
栄
養
士
の
養

成
に
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、本

学
人
間
栄
養
学
部
の
須
永
美
幸

教
授
が
、
八
月
二
十
二
日（
日
）、

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

聖
徳
大
学
大
学
院　

教
職
研
究
科　

百
瀬
定
雄
教
授

　
二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
開
催

に
あ
た
り
、
松
戸
市
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
交
流
事
業
の
推
進
に
関

し
極
め
て
顕
著
な
貢
献
を
さ
れ

た
と
し
て
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
担

当
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
主
催

第
一
回
朗
読
大
会
を
開
催

　

十
月
二
十
三
日（
土
）聖
徳
大

学
川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
主
催

「
第
一
回
朗
読
大
会
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。開
催
の
目
的
は『
声

で
伝
え
る
文
化
の
再
発
見
』で

す
。
大
会
に
先
立
ち
、
十
月
九

日（
土
）に
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
高
山
久
美
子
氏
を
講
師

に
迎
え
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
、
参
加
者
は「
人
に
伝
え

る
」と
い
う
自
覚
と
気
持
ち
等

の
講
義
を
受
け
た
後
、
朗
読
の

実
習
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
学
内
の
教
室
を
会

場
に
、
録
画
で
の
参
加
も
可
と

し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
行

わ
れ
、
大
学
・
短
大
の
さ
ま
ざ
ま

な
学
部
学
科
か
ら
二
十
五
名
の

エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
は
、
各
自
一
分
で
自
己

紹
介
・
朗
読
図
書
の
題
名
・
選
定

理
由
を
述
べ
、
三
分
で
朗
読
を

し
ま
す
。
作
品
は
小
説
、
絵
本
、

漢
詩
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し

た
。
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
読

み
の
明
瞭
さ
、
読
み
込
み
の
完

成
度
、
気
持
ち
の
伝
わ
り
方
等

で
し
た
。
審
査
員
を
務
め
た
本

学
児
童
学
部
、
文
学
部
の
教
員

五
名
は
、
朗
読
の
出
来
栄
え
に

時
折
感
動
し
た
様
子
で
審
査
の

ペ
ン
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
川
並
弘
昭
記
念

図
書
館
長
賞
は
、
川
端
康
成
の

『
写
真
』を
朗
読
し
た
加
藤
伊
織

さ
ん（
人
間
栄
養
学
部
二
年
）が

受
賞
し
ま
し
た
。レ
ベ
ル
の
高

い
朗
読
の
中
で
も
頭
一
つ
抜
け

出
し
た
文
句
の
な
い
受
賞
で
し

た
。
こ
の
大
会
の
模
様
は
、
第

五
十
七
回
聖
徳
祭（
十
一
月
六
・

七
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）参

加
行
事
と
し
て
配
信
さ
れ
ま
し

た
。

最優秀賞の加藤伊織さん
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十
月
三
十
日（
土
）に
、
大
学

七
号
館
七
一
○
一
教
室
を
会
場

に
、
聖
徳
大
学
と
千
葉
県
教
育

委
員
会
の
共
催
に
よ
る「
特
別
支

援
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
○
二
一
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
○
一
七
年
の
第
一
回
か
ら
五

回
目
を
数
え
る
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

今
年
度
は
、「
特
別
支
援
教
育
の

未
来
を
考
え
る
」と
い
う
テ
ー
マ

を
掲
げ
、
そ
の
上
で
高
等
学
校

に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
を
切

り
口
と
し
て
、「
小
・
中
・
高
・
大

と
つ
な
が
る
特
別
支
援
教
育
を

目
指
し
て
」と
い
う
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
本
学
を
代

表
し
て
川
並
弘
純
学
長
が
挨
拶

し
、今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
対
面

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
で
実
施
に
至
っ
た
経
緯
と
、

本
学
が
特
別
支
援
教
育
の
充
実

を
重
点
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
、

千
葉
県
教
育
庁
教
育
振
興
部
特

別
支
援
教
育
課
長
の
青
木
隆
一

氏
よ
り
、共
催
に
よ
る
本
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
、
計
約
二
百
二
十
名
の

参
加
と
な
り
、
全
国
的
に
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
文
部
科
学
省
初
等

中
等
教
育
局
視
学
官
分
藤
賢
之

氏
に
よ
る「
新
し
い
時
代
の
特

別
支
援
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て
」と
題
し
た
基
調
講
演
で
は
、

高
等
学
校
の
特
別
支
援
教
育
に

係
る
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
、今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い

て
、
千
葉
市
立
稲
毛

高
等
学
校
教
諭
清
水

範
子
氏
に
よ
り「
高

等
学
校
に
お
け
る
通

級
に
よ
る
指
導
の
現

状
と
課
題
」
と
い
う

題
名
で
、
通
級
に
よ

る
指
導
の
具
体
的
な

実
践
例
を
中
心
と
し

た
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　

第
二
部
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
四
名
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ

る
説
明
で
始
ま
り
ま

し
た
。
千
葉
県
教
育

庁
教
育
振
興
部
特
別

支
援
教
育
課
長
の
青

木
隆
一
氏
か
ら
は
、

教
育
行
政
の
立
場
か

ら
、
教
職
員
の
専
門
性
向
上
、

通
級
に
よ
る
指
導
の
実
施
状
況

等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。続
い
て
、国
立
特
別
支
援

教
育
総
合
研
究
所
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
推
進
セ
ン

タ
ー
主
任
研
究
員
の
小
西
孝
政

氏
か
ら
は
、
全
国
の
高
等
学
校

に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
状

況
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
千
葉
県
立
佐
倉
南
高

等
学
校
校
長
の
金
田
一
幸
氏
か

ら
は
、校
長
と
い
う
立
場
か
ら
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、

千
葉
県
立
松
戸
向
陽
高
校
教
諭

の
川
名
拓
人
氏
か
ら
は
、高
等
学

校
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
通
級

に
よ
る
指
導
の
担
当
者
と
し
て

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。フ
ロ
ア
か
ら

の
質
問
、チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
感

想
、
大
学
院
生
の
事
前
の
質
問

等
に
対
応
し
な
が
ら
の
活
発
な

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

看
護
学
部

看
護
学
部 

だ
よ
り

だ
よ
り

総
合
文
化
学
科

　

短
大
総
合
文
化
学
科
フ
ー
ド

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
一
年
生
製

菓
専
門
科
目
の「
お
菓
子
の
ア
ー

ト
」は
、ア
メ
細
工
と
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
細
工
を
マ
ス
タ
ー
す
る
科
目

で
す
。
今
年
も
秋
学
期
か
ら
授

業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。家
で
お

菓
子
作
り
を
し
た
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
さ
す
が
に
ア
メ
細
工
は

初
体
験
。
学
生
は
不
安
と
期
待

の
入
り
混
じ
る
ド
キ
ド
キ
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。

　

ア
メ
細
工
は
砂
糖
と
水
飴
、

酒
石
酸
を
百
六
十
五
℃
ま
で
煮

詰
め
て
、
大
理
石
に
流
し
全
体

を
七
十
五
℃
く
ら
い
ま
で
冷
ま

し
た
ら
、ア
メ
を
何
度
も
引
い
て

空
気
を
含
ま
せ
艶
を
出
し
ま
す
。 　

程
よ
い
硬
さ
に
な
っ
た
ら
、

ア
メ
専
用
の
保
温
機
の
上
で
生

地
を
引
っ
ぱ
り
形
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
ず
は「
葉
」を
作
る
練
習
、

こ
れ
が
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
よ
い
よ
花（
バ
ラ
）

作
り
で
す
。バ
ラ
の
花
び
ら
は
葉

の
形
か
ら
作
っ

て
い
く
の
で
、最

初
の「
葉
」作
り

が
と
て
も
重
要

に
な
り
ま
す
。学

生
た
ち
も
、最
初

は
細
長
く
な
っ

た
り
、艶
が
な
く

な
っ
た
り
と
苦

戦
し
て
い
ま
し

た
が
、い
つ
し
か

自
分
自
身
で
コ

ツ
を
つ
か
み
、葉

の
形
が
良
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　

第
五
回
目
の

授
業
の
テ
ー
マ

は
作
品
組
み
で

し
た
。バ
ラ
の
花

な
ど
の
他
に
は
、

ス
フ
レ
と
い
っ

て
ア
メ
に
空
気

を
入
れ
て
膨
ら

ま
せ
て
球
体
や

り
ん
ご
な
ど
を
作
る
技
術
も
学

ん
だ
の
で
、
そ
れ
ら
を
生
か
し

て
小
さ
め
の
作
品
を
作
り
ま
す
。

　

ア
メ
は
作
業
温
度
が
六
十
℃

以
上
に
な
る
た
め
、
綿
手
袋
の

上
か
ら
ゴ
ム
手
袋
を
つ
け
て
作

業
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で
も

十
分
熱
い
の
で
す
が
、
五
回
の

授
業
を
終
え
た
学
生
た
ち
は

も
う
慣
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、

楽
し
さ
が
勝
る
と
の
こ
と
。
授

業
後
半
で
制
作
す
る
大
型
作
品

に
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

授
業
紹
介

「
お
菓
子
の
ア
ー
ト

お
菓
子
の
ア
ー
ト
」

■

聖
徳
大
学
・
千
葉
県
教
育
委
員
会
共
催

特
別
支
援
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１

　

看
護
学
部
の
三
年
生
は
秋
学

期
か
ら
本
格
的
な
施
設
実
習
が

始
ま
り
ま
す
。
三
年
生
は
五
人

ず
つ
十
八
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
一
斉
に
実
習
に
出
向
き
ま

す
。
実
習
科
目
は
成
人
看
護
学

実
習
Ⅰ（
急
性
期
）、
成
人
看
護

学
実
習
Ⅱ（
慢
性
期
）、
老
年
看

護
学
実
習
Ⅱ
、
小
児
看
護
学
実

習
、
母
性
看
護
学
実
習
、
精
神

看
護
学
実
習
の
六
科
目
が
あ
り
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
回

っ
て
い
く
計
画
で
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

多
く
の
実
習
施
設
で
は
受
け
入

れ
学
生
人
数
の
制
限
や
実
習
期

間
の
短
縮
と
な
り
、
受
け
入
れ

困
難
の
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
学
で
は
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
て
も
学
生
の
学
び
を
止

め
な
い
よ
う
、
実
習
に
向
け
て

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
応
し
た
実
習
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」や「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
感

染
拡
大
防
止
へ
の
対
応
に
関
す

る
誓
約
書
」、
二
週
間
記
載
で

き
る「
健
康
観
察
票
」等
を
作
成

し
、
実
習
指
導
へ
の
姿
勢
を
示

す
こ
と
で
、
実
習
先
よ
り「
安

心
し
て
実
習
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
」と
い
う
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
上
記
に
加
え
て
、
感

染
予
防
グ
ッ
ズ
の
準
備
、
特
に

去
年
、
不
足
し
た
手
指
消
毒
剤

と
そ
れ
を
入
れ
る
ポ
シ
ェ
ッ
ト

を
準
備
し
ま
し
た
。
更
に
施
設

側
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
、ア
イ
シ
ー
ル
ド
や
Ｎ
95

マ
ス
ク
の
準
備
等
を
し
て
実
習

に
備
え
て
い
ま
す
。

　

実
習
の
初
日
に
こ
の
ポ
シ
ェ
ッ

ト
を
学
生
に
配
布
す
る
と「
看

護
師
さ
ん
に
な
っ
た
み
た
い
」

「
こ
の
淡
い
ピ
ン
ク
が
か
わ
い

い
」と
う
れ
し
そ
う
で
、
実
習

へ
の
緊
張
も
和
ら
い
だ
よ
う
で

し
た
。

　

昨
年
よ
り
も
多
く
の
施
設
が

実
習
の
受
け
入
れ
数
を
拡
げ
て

く
だ
さ
り
、
学
生
の
学
び
の
場

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
学
生
も
、
昨
年
実
習
が
で

き
な
か
っ
た
分
を
取
り
戻
そ
う

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
思

い
に
報
い
る
た
め
に
も
、
万
全

の
感
染
対
策
を
と
り
乗
り
切
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
看
護
学
部

　

実
習
ワ
ー
キ
ン
グ
長

榎
本　

麻
里
）

実
習
に
向
け
て
の

感
染
対
策
に
つ
い
て

ポシェットを斜めがけしてパチリ

分藤賢之氏による基調講演

シンポジウムの様子

①アメを引きます②球体に膨らませます（スフレ）

アイシールド

③1枚1枚葉を作ります

④組み立てます ⑤完成しました！
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日（土）
12：00〜14：00

（11：30～受付）12 18月

北関東支部　　　　　（合同開催）南関東支部 日（日）
13：00〜15：00

（12：30～受付）12 5月

令和3年度　香和会（同窓会）　行事予定表 
　

九
月
十
九
日（
日
）、
大
学
七 

号
館
に
て
香
和
会
第
五
十
四
回

総
会
・
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。「
コ
ロ
ナ
を
正
し
く
恐
れ
、

工
夫
し
て
行
う
」を
合
言
葉
に
、

昨
年
に
続
きZoom

を
使
用
し

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
で
す
。

当
日
は
、
会
場
参
加
の
四
十
五

名
に
加
え
、
盛
岡
や
静
岡
な
ど
、

全
国
の
リ
モ
ー
ト
参
加
五
十
五

名
の
総
勢
一
〇
〇
名
の
顧
問
・

役
員
・
会
員
・
教
職
員
が
顔
を
揃

え
ま
し
た
。

　

森
田
節
子
副
会
長
の
開
会
の

辞
、
長
江
曜
子
会
長
の
挨
拶
、

顧
問
代
表
と
し
て
川
並
知
子
名

誉
学
園
長
の
リ
モ
ー
ト
で
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

川
並
弘
純
名
誉
会
長
よ
り
、「
実

就
職
率
全
国
女
子
大
一
位
」の

実
績
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
令
和
二
年
度
事
業
、

決
算
書
、
監
査
の
各
報
告
へ
と

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
企
業
が
採

用
を
厳
選
す
る
傾
向
に
あ
る
中
、

人
物
を
見
極
め
る
面
接
試
験
の

重
要
性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
面
接
に
対
し

て
苦
手
意
識
を
持
つ
学
生
も
多

く
、
就
職
活
動
が
停
滞
す
る
一

つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

進
み
、
令
和
三
年
度
事
業
計
画

案
・
予
算
案
の
議
事
も
承
認
さ

れ
、
全
国
七
支
部
長
挨
拶
へ
と

移
り
ま
し
た
。リ
モ
ー
ト
で
各

支
部
長
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行

い
、笑
顔
の
香
和
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、「
つ
な
が
る
・
ひ

ろ
が
る
・
和
の
精
神
」と
題
し
た

動
画
放
映
で
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
動
画
は
、
学
園
関
係
者
が

そ
れ
ぞ
れ
に
学
園
歌
を
歌
う
様

子
を
収
め
た
も
の
で
、
学
友
会

を
は
じ
め
、
学
園
関
係
者
、
香

和
会
役
員
な
ど
の
歌
声
を
つ
な

ぎ
、
最
後
は
一
大
コ
ー
ラ
ス
で

締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
北
か
ら
南
ま
で
母
校
愛
を

語
る
」企
画
で
は
、
音
楽
療
法

士
、
図
書
館
司
書
、
保
育
士
な

ど
、
各
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業

生
五
名
の
リ
モ
ー
ト
出
演
が
あ

り
ま
し
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形

　

本
学
で
は
、一
年
次
よ
り
キ
ャ

リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
聖
徳

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
、

学
生
が
段
階
的
に
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
を
構
築
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
、キ
ャ
リ
ア
支
援

課
で
は
今
年
度
新
た

に「
面
接
チ
ャ
レ
ン
ジ

会
」を
企
画
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
来
年
度
就
職

活
動
を
行
う
大
学
三

年
生
、
短
大
一
年
生
の

全
学
生
を
対
象
に
、
対

面
・
リ
モ
ー
ト
両
方
の

方
式
で
模
擬
面
接
を

実
施
す
る
試
み
で
す
。

早
い
段
階
か
ら
面
接

の
機
会
を
設
け
、
学
生

が
自
分
の
課
題
に
気

づ
い
て
克
服
し
、
夢
の

式
で
学
生
時
代
の
思
い
出
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
披
露
さ
れ
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
リ
モ
ー
ト
参
加
の
皆
さ

ん
を
交
え
て
の
記
念
撮
影
を
行

い
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

香
和
会
で
は
、
全
国
の
各
地

区
で
同
窓
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

実
現
に
向
け
て
前
向
き
に
挑
戦

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
職
連
携
で
全
学
的
に
学
生
へ

の
実
践
的
な
就
職
支
援
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
学
内
全
体
の
就

職
活
動
へ
の
機
運
を

高
め
る
効
果
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

十
一
月
四
日（
木
）

の
リ
モ
ー
ト
方
式
面

接
を
皮
切
り
に
、
十
一

月
十
一
日（
木
）に
は
、

一
般
教
室
に
て
対
面

方
式
の
面
接
を
行
い

ま
し
た
。
本
学
の
教

職
員
が
面
接
官
を
務

め
、
面
接
官
一
名
に

対
し
学
生
が
四
名
の

集
団
面
接
を
行
い
ま

し
た
。
学
生
は
、
今
回

が
初
め
て
の
面
接
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、

皆
緊
張
し
た
面
持
ち

で
質
問
に
答
え
て
い

ま
し
た
。
面
接
後
は

面
接
官
か
ら
一
人
ひ
と
り
講
評

を
受
け
、
自
分
の
課
題
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
丑
年
と
い
う
こ
と
で
、

『
は
な
の
す
き
な
う
し
』を
二
月

に
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、
行

く
年
を
同
書
に
ま
つ
わ
る
話
で

締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

時
は
一
九
四
五
年
、ユ
ダ
ヤ

系
ド
イ
ツ
人
で
英
国
に
亡
命
し

て
い
た
イ
エ
ラ
・
レ
ッ
プ
マ
ン

は
、
米
国
軍
司
令
部
の
要
請
に

迷
い
な
が
ら
も
、
占
領
地
域
の

女
性
と
子
ど
も
の
文
化
的
教
育

的
問
題
に
対
す
る
顧
問
と
し
て

ド
イ
ツ
に
戻
り
ま
し
た
。ジ
ー

プ
に
同
乗
し
て
国
中
を
ま
わ
り
、

復
興
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
を

ド
イ
ツ
の
知
人
た
ち
と
話
し
あ

い
ま
し
た
。そ
し
て
彼
女
は「
精

神
の
栄
養
」と
い
う
言
葉
に
出

会
い
、
考
え
を
深
め「
ま
ず
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
じ
め
さ
せ
て

く
だ
さ
い
」と
占
領
軍
の
上
官

を
説
き
伏
せ
国
際
児
童
図
書
展

を
実
現
し
ま
す
。
一
九
四
六
年

十
二
月
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
展
覧

会
の
初
日
に
や
っ
て
き
た
少
女

が
、サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
ト
ナ

カ
イ
の
ソ
リ
が
描
か
れ
た
踊
り

場
に
や
っ
て
き
て「
こ
れ
が
平

和
ね
」と
言
っ
た
の
を
聞
き
ま

す
。
彼
女
は
本
を
ほ
し
が
る
子

ど
も
た
ち
を
放
っ
て
お
け
ず
、

ド
イ
ツ
語
訳
の『
は
な
の
す
き

な
う
し
』を
自
ら
作
成
し
て
配

り
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
プ
レ

ゼ
ン
ト
で
す
。
で
も
彼
女
は
版

権
の
こ
と
は
す
っ
か
り
忘
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

レ
ッ
プ
マ
ン
の
自
伝『
子
ど
も

の
本
は
世
界
の
架
け
橋
』（
森
本

真
美
訳
、
こ
ぐ
ま
社
、
二
○
○

二
年
）
に
詳
し
い
の
で
す
が
、

彼
女
は
さ
ら
に
一
九
四
九
年
に

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
児
童
図
書
館

を
、
一
九
五
一
年
に
国
際
児
童

図
書
評
議
会（
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
）を
設

立
。Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
は
国
際
ア
ン
デ

ル
セ
ン
賞
の
授
与
な
ど
の
活
動

に
よ
っ
て
国
際
的
に
も
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。今
年
、Ｋ・

ス
テ
ィ
ン
ソ
ン
作
、
Ｍ
・
フ
ラ
ン

シ
ス
絵
、
さ
く
ま
ゆ
み
こ
訳
の

絵
本『
子
ど
も
の
本
で
平
和
を

作
る　
―　
イ
エ
ラ
・
レ
ッ
プ
マ
ン

が
目
ざ
し
た
こ
と
』（
小
学
館
）

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

（
館
長　

村
山
隆
雄
）

イ
エ
ラ
・
レ
ッ
プ
マ
ン
が
目
指
し
た

子
ど
も
の
本
に
よ
る
世
界
平
和

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
・
聖
徳
博
物
館  

館
長
だ
よ
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
少
し
落
ち
着
い
て
き
て
い

ま
す
が
、
今
冬
に
心
配
さ
れ
る

第
六
波
に
備
え
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
治
療
薬

に
つ
い
て
お
話
い
た
し
ま
す
。

　

二
○
二
一
年
十
月
現
在
、
日

本
で
認
め
ら
れ
て
い
る
治
療
薬

は
、
ご
入
院
が
必
要
な
方
へ
の

①
レ
ム
デ
シ
ベ
ル（
点
滴
）②
デ

キ
サ
メ
タ
ゾ
ン（
点
滴
、飲
み
薬
）

③
バ
リ
シ
チ
ニ
ブ（
飲
み
薬
）と
、

入
院
の
必
要
の
な
い
軽
症
か
ら

中
等
症
の
方
へ
の
④
カ
シ
リ
ビ

マ
ブ
／
イ
ム
デ
ビ
マ
ブ（
点
滴
）

⑤
ソ
ト
ロ
ビ
マ
ブ
の
五
つ
で
す
。

④
の
カ
シ
リ
ビ
マ
ブ
／
イ
ム
デ

ビ
マ
ブ
、
⑤
の
ソ
ト
ロ
ビ
マ
ブ

は
、
中
和
抗
体
薬
で
す
。
こ
の

お
薬
の
難
点
は
、
点
滴
の
お
薬

で
、
し
か
も
感
染
し
て
か
ら
七

日
以
内
に
治
療
を
開
始
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
治
療
に
つ
い
て
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
入
院
を
必
要
と
し
な
い

軽
症
か
ら
中
等
症
の
方
へ
の
飲

み
薬
が
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
二
○
二
一
年
九
月
現
在
、

六
つ
の
飲
み
薬
が
開
発
中
で
す
。

六
つ
の
候
補
の
お
薬
の
内
、
最

も
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、モ
ル

ヌ
ピ
ラ
ビ
ル
で
す
。
こ
の
お
薬

は
、
も
と
も
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
の
治
療
薬
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

も
効
果
が
あ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
早
け
れ
ば
、
本

年（
二
○
二
一
年
）中
に
認
可
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
三
回

目
接
種
の
開
始
と
、モ
ル
ヌ
ピ

ラ
ビ
ル
な
ど
の
軽
症
か
ら
中
等

症
の
方
の
た
め
の
飲
み
薬
の
お

薬
の
で
き
る
だ
け
早
い
日
本
で

の
承
認
が
待
た
れ
ま
す
。

（
所
長　

宮
川
三
平
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

治
療
薬
に
つ
い
て

保
健
セ
ン
タ
ー  

所
長
だ
よ
り

+
+

～
夢
の
実
現
に
向
け
て
～

聖
徳
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
面
接
チ
ャ
レ
ン
ジ
会
」を
開
催

第
五
十
四
回 

香
和
会
総
会
・
交
流
会
を
開
催

～
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

～
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

全
国
か
ら
一
〇
〇
名
が
参
加
～

全
国
か
ら
一
〇
〇
名
が
参
加
～
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●
大
学
後
援
会
関
係

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

田
代　

和
子

様

︵
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

●
香
和
会
関
係

一
三
〇
、〇
〇
〇
円

　

森
田　

節
子

様

︵
四
三
〇
、〇
〇
〇
円
︶

●
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

大
島　

義
和

様

「
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」
寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
教
職
員
関
係

ニ
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

小
池　

一
夫

様

︵
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

五
、〇
〇
〇
円

　

松
村　

正
明

様
︵
四
五
、〇
〇
〇
円
︶

︵
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
︶

匿
名
希
望
者
合
計

●

合
計

九
件

二
、三
三
五
、〇
〇
〇
円

●

累
計

五
〇
二
件

九
五
、四
六
七
、八
一
一
円検 索◀■

●

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
●

東
京
聖
徳
学
園
募
金
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
．０
４
７-

３
６
５-

１
１
１
１︵
代
︶

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttps://seitoku-u.ac.jp

/donation/

聖徳 募金

（
注
）公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
三
年
十
月
末
ま
で
に
寄
付
が
特
定
で
き
ま
し
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
な
お
、お
振
込
の
照
会
に
時
間
が
か
か
り
、
掲
載
が
遅
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
次
号
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。）

　

十
一
月
三
日（
水
・
祝
）、
本

校
と
聖
徳
大
学
三
田
幼
稚
園
合

同
の
恒
例
行
事「
聖
徳
に
こ
に

こ
ま
つ
り
・
児
童
文
化
研
究
発

表
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。コ

ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
今
年
も
外

部
非
公
開
と
し
、
密
を
避
け
る

た
め
午
前
十
時
か
ら
の
第
一
部
、

十
一
時
半
か
ら
の
第
二
部
、
午

後
二
時
か
ら
の
第
三
部
と
三
回

に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

校
舎
と
園
舎
に
囲
ま
れ
た
園

庭
に
は
、
赤
、ピ
ン
ク
、
黄
、
青

な
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
傘
を
吊
る
し

た
装
飾
が
施
さ
れ
、
太
陽
の
光

を
通
し
て
鮮
や
か
に
下
を
照
ら

し
ま
す
。
来
場
し
た
園
児
や
保

護
者
が
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
素
晴

ら
し
い
演
出
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
学
生
達
は
、
一
階
正
面
玄

関
か
ら
四
階
ま
で
の
階
段
、
三

階
の
廊
下
の
壁
面
装
飾
を
、
短

時
間
の
中
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
製
作
し
ま
し
た
。
学
生
達

の
手
に
よ
り
、
校
舎
内
は
ま
る

で
魔
法
に
か
け
ら
れ
た
様
な
賑

や
か
な
明
る
い
空
間
に
変
貌
し

ま
し
た
。

　

本
校
学
生
に
よ
る
発
表
で
は
、

「
児
童
文
化
Ⅱ
」の
授
業
で
学
ん

だ
人
形
劇
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

手
遊
び
を
園
児
と
保
護
者
の
前

で
披
露
し
ま
し
た
。
第
一
部
は
、

観
覧
者
が
廊
下
に
あ
ふ
れ
る
ほ

ど
の
大
盛
況
と
な
り
、
第
二
部

と
第
三
部
は
、
密
を
避
け
て
二

回
公
演
に
し
ま
し
た
。
学
生
は
、

可
愛
ら
し
い
園
児
た
ち
の
前
で

二
回
演
じ
る
こ
と
が
で
き
、
学

び
が
よ
り
深
ま
り
ま
し
た
。

　

児
童
文
化
研
究
発
表
会
で
は
、

「
児
童
文
化
Ⅲ
」の
授
業
で
学
ん

だ
指
先
の
技
能
を
発
揮
し
た
折

り
紙
の
作
品
、
製
作
帳
、エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
の
展
示
や
、
今

年
度
は『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』を
モ

チ
ー
フ
に
、小
人
数
グ
ル
ー
プ
で

大
型
紙
芝
居
の
製
作
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
さ

く
ら
紙
で
作
っ
た
人
形
と
ム
ー

ミ
ン
が
乗
っ
て
い
る
大
型
船
の

展
示
も
園
児
た
ち
に
好
評
で
し

た
。
園
児
の
保
護
者
は
、コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
自
宅
で
子
ど
も

と
一
緒
に
遊
べ
る
変
身
折
り
紙

の
作
り
方
や
演
じ
方
を
熱
心
に

聴
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
年
生
は「
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
」

を
担
当
し
ま
し
た
。
一
部
生
は

メ
ダ
ル
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
景
品
に

し
た
ボ
ー
ル
入
れ
遊
び
を
、
二

部
生
は
園
児
が
自
分
で
製
作
し

た
動
物
の
お
面
を
被
り
輪
投
げ

あ
そ
び
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を

担
当
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は

園
児
の
行
動
に
合
わ
せ
た
言
葉

か
け
が
で
き
、
学
び
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　

一
部
二
年
生
は
、
昨
年
の
経

験
を
生
か
し
て
、
前
日
は
後
輩

の
装
飾
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
、
当

日
は
附
属
幼
稚
園
で
企
画
し
た

コ
ー
ナ
ー
の
運
営
を
手
伝
い
ま

し
た
。
園
児
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
の
中
に
、
教
育
実
習
を
経
験

し
て
自
信
に
あ
ふ
れ
た
表
情
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
生
と
園
児
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
参
加
者
の
気
持
ち
が
一
つ

に
な
っ
た
す
て
き
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

　

九
月
二
十
五
日（
土
）、
二
十

六
日（
日
）第
一
回
光
英
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
外
部
非
公
開

で
の
開
催（
一
部Y

ouT
ube

配

信
あ
り
）
と
な
り
ま
し
た
が
、

日
ご
ろ
の
成
果
を
発
揮
す
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
全
生
徒
が
探
究

発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
毎
週

一
時
間
、
各
学
年
で
取
り
組
ん

で
い
る
探
究
活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
場
で
す
。光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｓ
の
目
指
す「
地
球
を
守

る
自
覚
と
実
践
力
の
あ
る
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
」育
成
に
向
け
て
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
調
べ
学
習
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
光
英

祭
で
は
、
前
期
を
通
し
て
学
習

し
て
き
た
成
果
を
、
多
く
の
人

の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。
保
護

者
に
も
参
観
し
て
い
た
だ
き
、

良
い
緊
張
感
を
も
っ
て
発
表
に

臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
に
と
っ
て
新
た
な
目
標

や
課
題
を
発
見
す
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
全
校
生
徒
の
み

で
行
う
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
準
備
は
苦
労
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

最
大
限
の
力
を
発
揮
し
、
展
示

や
発
表
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く
の
制
限
が
あ
る
中
、

部
活
動
の
生
徒
た
ち
は
夏
休
み

中
も
練
習
に
励
み
、
当
日
は
す

ば
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

光
英
祭
で
は
、
学
年
を
超
え

た
交
流
に
よ
り
建
学
の
精
神
で

あ
る「
和
」が
広
が
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
が
、
今

後
の
よ
り
良
い
学
校
生
活
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
を
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

十
月
十
一
日（
月
）に
、
秋
季

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

夏
休
み
中
か
ら
、
実
行
委
員
の

生
徒
が
主
体
と
な
り
、
開
催
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
午
前
は

高
校
生
、
午
後
は
中
学
生
と
二

回
に
分
け
て
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。
種
目
は
男
女
一
○
○
㍍

走
、
男
子
一
五
○
○
㍍
走
、
女

子
一
○
○
○
㍍
走
、
男
女
ク
ラ

ス
対
抗
リ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。 　

当
日
は
最
高
気

温
が
二
十
七
度
を

越
え
る
夏
日
と
な

る
中
、
競
技
も
応

援
も
熱
く
ク
ラ
ス・

学
年
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
ま
し

た
。秋
空
の
下
、生

徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
青
春
の
一
ペ
ー

ジ
を
刻
ん
だ
こ
と

と
思
い
ま
す
。

第
一
回　

光
英
祭

―
共
学
化
初
の
文
化
祭
―

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
・

児
童
文
化
研
究
発
表
会
︵
文
化
祭
︶

を
開
催

秋
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

　

年
末
が
近
づ
く
と「
寄
付
金
控
除
の
手
続
き
は
年
末
調

整
で
で
き
る
の
か
し
ら
？
そ
れ
と
も
確
定
申
告
？
ど
ち
ら

で
手
続
き
す
る
の
？
」と
、お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
答
え
は「
確
定
申
告
」で
す
。

　

寄
付
金
の
控
除
は
、一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
行
っ
た
寄
付
金
額
の
総
額
で
計
算
を
す
る
た
め
、

額
が
確
定
す
る
翌
年
に
手
続
き（
確
定
申
告
）を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

聖
徳
学
園
へ
の
ご
寄
付
は
、文
部
科
学
省
よ
り
寄
付
金

控
除
の
対
象
と
な
る
証
明
を
受
け
て
お
り
、所
得
税
の
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、翌
年
二
月
に
受
付

が
開
始
さ
れ
る
確
定
申
告
で
の
手
続
き
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

募
金
だ
よ
り

募
金
だ
よ
り

▼
ご
注
意
く
だ
さ
い！

寄
付
金
控
除
を
受
け
る
に
は

「
確
定
申
告
」の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
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本
園
で
は
、毎
年
十
月
に「
聖

徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
」と
い
う

父
母
の
会
主
催
の
バ
ザ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
を
考
え
、園
児
と
そ
の

家
族
だ
け
の
参
加
で
、
十
月

十
七
日（
日
）に
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、幼
稚
園
内
の
換
気
、

不
織
布
マ
ス
ク
の
着
用
、手
指

の
消
毒
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
心
掛
け
る
な
ど
の
対

策
を
取
り
、学
年
毎
で
三
部
構

成
の
バ
ザ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

年
度
始
め
か
ら
幹
事
の
お
母
さ

ま
が
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
進
め

て
く
だ
さ
り
、今
年
度
は
、ホ
ー

ル
に
献
品
コ
ー
ナ
ー
や
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
、保
育
室
に
は
縁
日

を
テ
ー
マ
に
し
た
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様

で
し
た
が
、園
児
た
ち
は
浴
衣

や
甚
平
で
来
園
し
、家
族
の
方

と「
何
を
買
う
？
」「
さ
か
な
つ
り

し
よ
う
」「
わ
な
げ
し
た
い
な
！
」

「
わ
あ
ー
○
○
ち
ゃ
ん
の
浴
衣

か
わ
い
い
ね
」と
言
葉
を
交
わ

し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
魚
つ
り
や
輪
な
げ

で
は
、保
護
者
の
方
と
一
緒
に

「
釣
れ
た
よ
！
」「
輪
に
入
っ
た

よ
！
」と
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
、楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
保
護
者
の
方
は
、

献
品
コ
ー
ナ
ー
の
手
作
り
の

品
々
に
足
を
止
め
、買
い
物
を

楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
、在
園

児
、家
族
か
ら
卒
園
生
、近
所
の

方
々
ま
で
、皆
さ
ん
に
出
向
い

て
い
た
だ
け
る「
聖
徳
に
こ
に

こ
ま
つ
り
」が
開
催
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

聖
徳
大
学
八
王
子
幼
稚
園

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

　
　

九
月
の
緊
急
事
態
宣
言
延

長
に
よ
り
、
十
月
に
予
定
し
て
い

た
本
校
の
第
三
十
六
回
聖
徳
祭

は
全
校
参
加
で
の
開
催
を
中
止

し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
児
童
た
ち

の
思
い
に
応
え
よ
う
と
、
五
・
六

年
生
、
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
の
発
表
を

十
一
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
動
画

配
信
し
ま
し
た
。

　

五
年
生
の
和
太
鼓
演
舞
は
児

童
た
ち
が
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
で
す
。
音
楽
専
科
の
教
員
が

中
心
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
ア

イ
デ
ア
を
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。

異
な
る
リ
ズ
ム
が
同
時
に
演
奏

さ
れ
る
難
易
度
の
高
い
作
品『
竜り

ゅ
う

善ぜ
ん

万ば
ん

火か

』は
練
習
に
苦
労
し
ま
し

　

今
年
度
一
回
目
の
授
業
研
究

が
、
十
月
二
十
日（
水
）に
六
年
二

組
の
算
数
授
業
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
聖
徳
大
学
の
一
ノ

瀬
喜
子
教
授
を
講
師
に
、
四
角
錘

の
体
積
を
求
め
る
公
式
の「
底
面

積
×
高
さ
×
⅓
」の「
⅓
」に
つ
い

て
考
え
る
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

担
任
の
稲
葉
幸
一
教
諭
か
ら

児
童
に
手
渡
さ
れ
た
四
角
錘
は
、

た
が
、
休
み
時
間
に
進
ん
で
自
主

練
習
を
す
る
な
ど
、
と
て
も
意
欲

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

六
年
生
の
卒
業
演
奏
は
ハ
チ
ャ

ト
ゥ
リ
ア
ン
作
曲
の『
ガ
イ
ー
ヌ
』

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
一
学
期
中
は

順
調
に
練
習
が
進
み
ま
し
た
が
、

二
学
期
は
九
月
に
練
習
が
で
き

ず
、
十
月
に
よ
う
や
く
再
開
で
き

ま
し
た
。
本
番
に
間
に
合
う
か
と

い
う
心
配
を
よ
そ
に
、
児
童
た
ち

は
集
中
し
て
合
奏
の
練
習
に
取

り
組
み
、
驚
く
ほ
ど
に
上
達
し
ま

し
た
。

　

吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
は
、
元
々
一
日

三
十
分
と
い
う
短
い
練
習
時
間
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
二
グ
ル
ー
プ
に
分

け
ら
れ
た
た
め
半
分
と
な
り
ま
し

た
が
、そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
は
楽

し
ん
で
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
皆
、練
習
通
り
の
力
を

出
し
切
っ
て
発
表
で
き
ま
し
た
。児

童
た
ち
の
頑
張
り
が
あ
っ
て
こ
そ

実
現
で
き
た
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

底
面
が
正
方
形
で
、
二
つ
の
と
な

り
あ
っ
た
側
面
が
、
底
面
と
垂
直

な
直
角
二
等
辺
三
角
形
の
も
の

で
し
た
。
授
業
の
前
半
は
、
そ
の

四
角
錘
の
展
開
図
を
で
き
る
だ

け
た
く
さ
ん
考
え
出
す
流
れ
と

な
り
、
児
童
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
パ

タ
ー
ン
の
展
開
図
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
後
半
は
、
考
え
出
さ
れ

た
展
開
図
を
も
と
に
、
四
角
錘
の

体
積
公
式
の「
⅓
」

に
つ
い
て
考
え
る

内
容
で
し
た
。

　
「
こ
の
四
角
錘

の
体
積
が
立
方
体
の
⅓
な
ら
、
三

つ
組
み
合
わ
せ
る
と
立
方
体
に

な
る
の
で
は
？
」。
先
生
か
ら
渡
さ

れ
た
四
角
錘
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、

見
事
に
立
方
体
に
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
後
の
協
議
会
で
は
一
ノ

瀬
教
授
か
ら
、「
小
学
校
段
階
で

は
、
経
験
的
に
⅓
を
理
解
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
展
開
図
か
ら

⅓
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
た
発

想
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
え
ま
す
」

と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

※
今
回
の
授
業
は
、

現
在
の
学
習
指
導

要
領
に
は
扱
わ
れ

て
い
な
い
高
度
な

内
容
で
す
が
、「
聖

徳
の
子
」
の
論
理

的
思
考
力
を
高
め

る
発
展
的
内
容
と

し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

四
角
錘
の
体
積
公
式
の「
⅓
」と
は
な
に
か
？

～
第
一
回
授
業
研
究
が
行
わ
れ
ま
し
た
～

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
大
学
三
田
幼
稚
園

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
保
護
者
が

来
園
し
て
の
参
観
行
事
が
な
か

な
か
実
施
で
き
な
い
中
、
今
年

度
も
何
か
い
い
方
法
は
な
い
か

と
模
索
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
学
期
は
、
緊
急
事
態
宣
言

が
あ
り
分
散
登
園
が
あ
り
と
通

常
保
育
に
近
づ
け
ず
悪
戦
苦
闘

し
ま
し
た
が
、
一
学
期
の
ま
と

め
と
し
て
学
年
ご
と
に
小
さ
な

「
生
活
発
表
会
」を
事
前
に
録
画

し
、
保
護
者
に
動
画
配
信
で
披

露
し
ま
し
た
。
桜
組（
年
少
児
）

は
、
各
ク
ラ
ス
で
ク
レ
ヨ
ン
に

扮
し
て
踊
り
ま
し
た
。梅
組（
年

中
児
）は
、
絵
本『
た
ろ
う
の
と

も
だ
ち
』の
物
語
を
毎
日
違
う

役
に
な
り
き
っ
て
踊
り
ま
し
た
。

松
組（
年
長
児
）は
、
桜
梅
組
の

経
験
に
隊
形
変
化
を
プ
ラ
ス
し

た
踊
り
と
合
奏
を
披
露
し
ま
し

た
。
動
画
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
満
足
す

る
様
子
を
保
護
者
に
披
露
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

秋
の
運
動
会
は
、
今
年
度
初

め
て
保
護
者
に
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
直
接
見
て
い
た
だ
く
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
二
歳
児
は
ア

ン
パ
ン
マ
ン
に
な
っ
て
の
遊
戯
、

桜
組
は
生
活
発
表
会
の
内
容
を

発
展
さ
せ
た
ク
レ
ヨ
ン
に
扮
し

た
遊
戯
、
梅
組
は
遊
戯
と
玉
入

れ
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
松
組

は
、ク
ラ
ス
対
抗
全
員
リ
レ
ー

を
行
い
ま
し
た
。
走
る
の
が
苦

手
な
子
ど
も
が
頑
張
れ
る
よ
う

ク
ラ
ス
ご
と
に
作
戦
を
考
え
、

走
る
の
が
遅
い
人
か
ら
順
に
走

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

甲
斐
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

は「
リ
レ
ー
楽
し
い
ね
」と
真
剣

に
練
習
に
取
り
組
み
本
番
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
学
期
の
保
育
参
観
は
、
人

数
を
制
限
し
、
十
一
月
八
日

（
月
）か
ら
四
日
間
、
保
護
者
の

都
合
の
良
い
日
一
日
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
早
く
収
束
し
、
日
常

に
戻
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

日
常
に
戻
る
こ
と
を

願
っ
て

　

本
校
で
は
入
学
時
に
指
定

の
デ
バ
イ
ス
の
購
入
を
求
め
ず
、

Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ（Bring Y

our O
w

n 
Device

）を
基
本
と
し
て
、個
人
が

所
有
す
る
パ
ソ
コ
ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
端
末
を
校

内
外
で
の
学
び
に
活
用
し
て
い

ま
す
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン（Surface Go

）

を
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は

日
々
の
授
業
で

自
分
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使

い
、Microsoft Team

s

等
の
ア
プ

リ
を
自
由
自
在
に
活
用
し
て
い
ま

　

十
月
十
六
日（
土
）・
十
七
日

（
日
）の
二
日
間
、「
第
三
十
九
回

聖
徳
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
の
た
め
、

保
護
者
や
一
般
へ
の
公
開
は
せ

ず
、
生
徒
に
よ
る
内
部
公
開
の
み

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は「
繋
げ
！

新
・
聖
徳
の
輪
！
」。「
コ
ロ
ナ
禍

で
行
事
が
中
止
と
な
り
、
先
輩
か

ら
後
輩
へ
と
受
け
継
が
れ
る
伝

統
が
途
絶
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
自
分
た

ち
の
手
で“
取
手
聖
徳
”と
い
う

バ
ト
ン
を
繋
い
で
い
き
た
い
」そ

ん
な
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
熱
い

思
い
が
こ
の
テ
ー
マ
に
は
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
統
を
守
る
一
方
で
、
新
た
な

試
み
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
生

徒
玄
関
に
は「
ア
ン
ブ
レ
ラ
・
ス
カ

イ
」が
設
置
さ
れ
、
色
と
り
ど
り

の
傘
が
生
徒
を
迎
え
ま
し
た
。ま
た
、

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
書
か

れ
た
筆
力
溢
れ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
大
作
は
中
央
階
段

を
飾
り
、
大
い
に
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

休
校
期
間
の
悶
々

と
過
ご
し
て
き
た
思

い
を
晴
ら
す
か
の
よ

う
に
、
生
徒
の
ア
イ

デ
ア
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
存
分
に
発
揮
さ

れ
た
、充
実
し
た
二
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

す
。
全
校
生
徒・
教
職
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
、
ご
く
自
然
に
学
校
生

活
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
本
校
の
認
め
る
最
先
端

の
取
り
組
み
は
、「M

icrosoft

も

認
め
る
最
先
端
の
取
り
組
み
」と

お
墨
付
き
を
い
た
だ
き
、
同
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や『
月
刊 

高
校
教

育
』（
学
事
出
版
）に
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

九
月
に「
茨
城
県
非
常
事
態
宣

言
」が
発
出
さ
れ
、
一
カ
月
弱
の

臨
時
休
校
と
な
っ
た
際
も
、
こ
の

環
境
が
功
を
奏
し
、オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
り
学
び
を
止
め
る
こ
と
な

く
時
間
割
通
り
の
授
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
間
近
に

迫
っ
た
聖
徳
祭（
文
化
祭
）の
準

備
に
もT

eam
s

を
活
用
し
成
功

に
導
き
ま
し
た
。

　

学
校
再
開
後
も“
ウ
ィ
ズ
・
コ

ロ
ナ
”の
学
校
生
活
の
様
々
な
場

面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
進
ん
で

い
ま
す
。
日
々
進
化
を
続
け
る
本

校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
取
り
組
み
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
随
時
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
学
び
を
広
げ
る

～
コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
び
を
止
め
な
い
基
盤
作
り

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
が
あ
っ
て
こ
そ

第
三
十
六
回 

聖
徳
祭
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

第
三
十
九
回 

聖
徳
祭

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
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聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

附
属
小
学
校
へ
の

園
外
保
育

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
を
し
な
が
ら
の
運
動
会

　

毎
年
十
月
頃
、
園
児
は
園
外

保
育
に
出
か
け
ま
す
。
今
年
度

は
、
満
三
歳
児
パ
ン
ダ
組
・
三

歳
児
桜
組
は
幼
稚
園
隣
の
ペ
ン

ギ
ン
公
園
に
行
き
、ド
ン
グ
リ

拾
い
や
葉
っ
ぱ
や
木
々
な
ど
の

自
然
に
触
れ
、
園
庭
で
保
護
者

が
作
っ
て
く
れ
た
お
弁
当
を
食

べ
、
日
常
と
は
少
し
違
う
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

四
歳
児
梅
組
・
五
歳
児
松
組

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
日
程
に
分

か
れ
、
幼
稚
園
バ
ス
で
聖
徳
大

学
附
属
小
学
校
に
行
き
ま
し
た
。

到
着
す
る
と
校
長
先
生
や
教
頭

先
生
が
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、

園
児
た
ち
も
緊
張
の
面
持
ち
の

中
、
元
気
に
挨
拶
が
で
き
ま
し

た
。
梅
組
の
訪
問
日
は
、
朝
か

ら
小
雨
が
降
っ
て
い
た
た
め
、

小
学
校
の
体
育
館
を
お
借
り
し

て『
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
』

を
し
ま
し
た
。
広
い
体
育
館
に

横
一
列
に
並
ん
だ
園
児
た
ち
は
、

じ
っ
と
し
て
い
る
時
も
、
走
る

　

本
園
で
は
九
月
二
十
四
日

（
金
）に
秋
季
大
運
動
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
の
た
め
、
保
護
者
一
名
の
み

の
参
観
で
、
二
部
に
分
け
て
開

催
し
ま
し
た
。
例
年
の「
頑
張

れ
！
」と
い
う
大
声
援
が
響
く

運
動
会
と
は
違
い
、
拍
手
だ
け

の
応
援
と
な
り
寂
し
い
気
持
ち

も
し
ま
し
た
が
、
園
児
た
ち
は

一
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
、
走
っ
た
り
、
踊
っ
た

り
、
元
気
い
っ
ぱ
い
競
技
を
行

い
ま
し
た
。

時
も
、
う
れ
し
さ
と
楽
し
さ
で

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

松
組
の
訪
問
日
は
天
気
も
良

く
、
一
緒
に
来
て
い
た
附
属
幼

稚
園
の
松
組
園
児
と
広
い
校
庭

で
幼
稚
園
対
抗
リ
レ
ー
を
し
ま

し
た
。
川
並
珠
緒
園
長
の
ジ
ャ

ン
ケ
ン
の
掛
け
声
で
コ
ー
ス
を

決
め
、ス
タ
ー
ト
す
る
と
皆
真

剣
に
走
り
ま
し
た
。
皆
自
分
の

番
以
外
で
は
チ
ー
ム
を
応
援
し

て
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
遊

び
、
校
庭
で
お
弁
当
を
食
べ
て

幼
稚
園
に
戻
り
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、幼
稚
園
に
戻
っ

て
か
ら
も「
ま
た
、
附
属
幼
稚

園
の
お
友
達
と
リ
レ
ー
が
し
た

い
な
」「
今
度
は
負
け
な
い
よ
！
」

と
、
し
ば
ら
く
の
間
今
日
の
楽

し
か
っ
た
こ
と
思
い
出
し
て
い

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
園
外
保
育

で
し
た
が
、
安
全
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

附
属
小
学
校
に
興
味
を
持
っ
た

園
児
も
い
ま
し
た
。
今
後
も
聖

徳
の
和
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
最
後
の
運
動
会
と
な

る
年
長
松
組
は「
ま
つ
り
太
鼓
」

の
マ
ス
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

法
被
に
は
ち
ま
き
姿
で
ラ
ッ
プ

芯
の
バ
チ
で
手
作
り
の
樽
太
鼓

を
叩
き
、祭
り
の
ポ
ー
ズ
も
か
っ

こ
よ
く
決
め
て
年
長
組
ら
し
い

姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

運
動
会
を
通
し
て
園
児
た
ち

は
年
齢
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
成
長

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
年
長
児
は

意
欲
的
に
活
動
し
充
実
感
や
満

足
感
を
得
て
、
友
達
と
協
力
す

る
大
切
さ
に
も
気
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
年
中
組
は
、ク

ラ
ス
対
抗
の
競
技
を
行
い
ク
ラ

ス
意
識
が
強
ま
り
、
友
達
と
の

か
か
わ
り
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

年
少
組
や
満
三
歳
児
ク
ラ
ス
も
、

友
達
と
一
緒
に
活
動
す
る
楽
し

さ
を
味
わ
い
、
遊
び
も
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
長
し

た
姿
を
見
て
、
改
め
て「
幼
児

の
活
動
を
止
め
て
は
な
ら
な

い
！
」と
強
く
感
じ
た
今
回
の

運
動
会
で
し
た
。

　

二
学
期
は
、
秋
の
園
外
保
育
、

さ
つ
ま
い
も
掘
り
、ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
行
事
も
多
く
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
感
染
防

止
対
策
を
行
い
、
保
護
者
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
園

児
の
成
長
を
促
し
心
に
残
る
活

動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

十
月
二
十
日（
水
）、秋
晴
れ

の
暖
か
な
日
差
し
が
差
し
込
む

大
安
吉
日
。千
葉
興
業
銀
行
七
○

周
年
記
念
を
記
念
し
て
、本
園

の
花
壇
に
花
を
植
え
る
セ
レ
モ

ニ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
千
葉
興
業
銀
行
、県
内
の

花
の
生
産
者
、子
ど
も
た
ち
の

教
育
へ
の
貢
献
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
連
携

が
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、朝
早
く
到
着
し
た

花
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
！
そ
し

て
、日
比
谷
花
壇
の
方
々
が
、花

植
え
の
準
備
か
ら
子
ど
も
た
ち

へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、花
壇
の
仕
上

げ
ま
で
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
八
日（
木
）、本
園

の
年
長
組
が
高
尾
山
遠
足
に
出

か
け
ま
し
た
。
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た

め
公
共
交
通
機
関
は
使
わ
ず
、

園
バ
ス
で
高
尾
山
口
に
向
か
い

ま
し
た
。
車
中
で
は
、子
ど
も

た
ち
は
八
王
子
市
の
高
尾
山
に

ま
つ
わ
る
昔
話
を
聞
き
、期
待

に
胸
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　

現
地
に
到
着
す
る
と
、一
行

は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
高
尾
山
駅

ま
で
登
り
ま
し
た
。
日
本
一
の

急
斜
面
を
登
る
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
は
迫
力
満

点
で
、落
ち
そ
う
な
感

覚
に「
先
生
な
ん
だ
か

怖
い
ね
」「
上
か
ら
来

る
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
と

ぶ
つ
か
ら
な
い
？
」と

　
「
千
葉
興
業
銀
行
が
来
年
七
○

歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。

今
日
は
そ
の
お
祝
い
で
聖
徳
幼

稚
園
に
お
花
を
植
え
ま
す
よ
」

こ
の
園
長
先
生
の
話
に
子
ど
も

た
ち
は
ワ
ク
ワ
ク
。
続
い
て
、

「
ポ
ッ
ト
を
ひ
っ
く
り
返
し
て

苗
を
抜
き
ま
す
。
お
花
の
根
っ

こ
は
細
い
か
ら
優
し
く
し
て
く

だ
さ
い
ね
」と
い
う「
お
花
の
先

生
」の
話
を
真
剣
に
聞
き
ま
す
。

　

子
ど
も
用
の
軍
手
を
五
本
の

指
に
は
め
、小
さ
な
ス
コ
ッ
プ

を
片
手
に
花
植
え
開
始
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
花
壇
に
横
一
列

に
並
び
、自
分
の
手
で
パ
ン
ジ
ー

の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
あ
っ
と

い
う
間
に
パ
ン
ジ
ー
、キ
ン
セ

ン
カ
、ス
ト
ッ
ク
、千
葉
県
産
の

花
が
花
壇
一
面
に
広
が
り「
ち

ば
興
銀
の
お
花
畑
」が
完
成
！

園
庭
の
一
角
が
明
る
く
華
や
か

に
な
り
ま
し
た
。

不
思
議
な
様
子
で
し
た
。

　

下
車
後
、山
頂
ま
で
は
自
分

た
ち
の
足
で
登
り
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
歩
い
て
い
く
と「
蛸
杉
」

を
発
見
。「
こ
れ
が
蛸
杉
？
」

「
四
五
〇
歳
だ
っ
て
！
」と
大
木

を
見
上
げ
て
驚
き
、「
ほ
ん
と
に

根
っ
こ
が
こ
ん
な
に
曲
が
っ
た

ん
だ
ね
」と
道
を
よ
け
て
立
つ

杉
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、天
狗
が
腰
掛
け
た
と
い
う

杉
の
木
の
前
で
は「
今
、な
ん
か

動
い
た
よ
ね
」「
天
狗
が
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
？
」「
声
が
し
た
よ
」

と
目
を
丸
く
し
て
い
ま
し
た
。

　

途
中
す
れ
違
う
人
た
ち
と

「
こ
ん
に
ち
は
！
」と
挨
拶
を
し
な

が
ら
歩
く
う
ち
に
山
頂
に
到
着

　

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
聖
徳

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
は
い
つ

も
に
こ
に
こ
元
気
な
子
ど
も
。

園
庭
で
遊
ぶ
時
に
は
花
を
眺
め

て
楽
し
み
癒
さ
れ
、大
切
に
育

て
て
い
き
ま
す
。
関
係
者
の
皆

さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

で
す
。
展
望
台
か
ら
は
雪
を
か

ぶ
っ
た
き
れ
い
な
富
士
山
が
見

え
ま
し
た
。
お
弁
当
も
感
染
対

策
の
た
め
同
じ
方
向
を
向
い
て

黙
食
。
そ
れ
で
も
美
味
し
く
て

子
ど
も
た
ち
は
満
足
顔
で
し
た
。

　

帰
り
道
、登
っ
て
く
る
人
に

「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
声
を

掛
け
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
心

が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
友
達

と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
最
後
ま

で
登
り
切
っ
た
喜
び
は
と
て
も

よ
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

ち
ば
興
銀
の
お
花
畑

実
り
の
秋
を迎え

ま
し
た

～
稲
刈
り
、サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
～

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

本
園
で
は
、
環
境
教
育
の
一

環
と
し
て
年
間
を
通
し
て
植
物

の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
優

し
い
気
持
ち
を
は
ぐ
く
み
、
植

物
の
成
長
の
過
程
や
世
話
す
る

こ
と
の
大
変
さ
や
、
収
穫
す
る

喜
び
を
経
験
し
、
園
児
た
ち
に

季
節
ご
と
の
植
物
の
変
化
に
興

味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

本
園
の
近
隣
に
は
田
畑
が
な

い
た
め
、
例
年
大
き
な
樽
の
ミ

ニ
水
田
で
稲
の
栽
培
を
し
て
い

ま
す
。
田
植
え
は
五
月
に
ク
ラ

ス
ご
と
に
行
い
、
毎
日
水
や
り

を
し
て
大
切
に
育
て
ま
し
た
。

ま
た
園
児
た
ち
は「
し
ぜ
ん
」の

絵
本
を
通
し
て
、
稲
が
毎
日
何

気
な
く
食
べ
て
い
る「
コ
メ
」

に
な
る
ま
で
を
知
り
ま
し
た
。

九
月
二
十
二
日（
水
）に
行
っ
た

稲
刈
り
で
は
、
園
児
た
ち
は
収

穫
し
た
稲
穂
を
見
て「
わ
あ
ー

お
こ
め
だ
」「
お
こ
め
が
は
い
っ

て
る
」と
大
喜
び
で
し
た
。
長

い
月
日
を
か
け
て
世
話
を
し
て
、

よ
う
や
く
一
粒
の
米
が
実
る
大

変
さ
を
理
解
し
た
よ
う
で
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
も
五
月
に

大
き
な
樽
の
ミ
ニ
畑
に
ク
ラ
ス

ご
と
に
苗
植
え
を
し
、
毎
日
水

や
り
を
し
て
育
て
ま
し
た
。
園

児
た
ち
は
、
葉
が
た
く
さ
ん
出

て
つ
る
が
伸
び
、
季
節
を
追
う

ご
と
に
成
長
す
る
様
子
を
見
て
、

ま
た
先
生
か
ら
、
苗
が
土
の
中

で
成
長
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ
に
育

つ
ま
で
の
話
を
聞
き
、
収
穫
を

待
ち
わ
び
て
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
収
穫
の
日
で
す
。

園
児
た
ち
は
土
の
感
触
を
楽
し

み
な
が
ら
優
し
く
サ
ツ
マ
イ
モ

を
掘
り
ま
し
た
。「
僕
の
方
が
大

き
い
お
イ
モ
だ
よ
！
」「
た
く
さ

ん
お
イ
モ
が
と
れ
た
よ
」と
笑

顔
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
見
せ
合
い

な
が
ら
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
収
穫
し
た「
さ
つ

ま
い
も
」は
、
い
ろ
い
ろ
な
料

理
に
変
身
し
十
一
月
の
給
食
に

出
て
き
ま
す
。
さ
あ
、
ど
ん
な

メ
ニ
ュ
ー
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
多
摩
幼
稚
園

高
尾
山
遠
足
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今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛て先
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※詳細につきましては、各校にお問い合わせください。学校説明会関係行事のご案内

令和4年度 大学院（春学期入学）　
入試日程【通学課程】

令和4年度　入 試 日 程

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

■ 光英VERITAS中学校・高等学校（共学）
　　　　（旧 聖徳大学附属女子中学校・高等学校）

■ 聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

◯ 学校説明会

◯ オープンキャンパス

◯ オンライン入学説明会（予約制）

◯ オンライン入学個別相談（予約制）

◯ 個別相談会

★詳細は、各校の募集要項でご確認ください。

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
博士後期課程〈一般入試、社会人入試、内部推薦入試、研究生入試〉

博士前期課程〈一般入試、社会人特別入試、内部推薦入試、研究生入試〉

博士前期課程〈私費留学生特別入試〉

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

専門職学位課程〈一般入試、社会人入試、現職教員特別入試、内部推薦入試〉
☆教職研究科

■聖徳大学（女子）／聖徳大学短期大学部（女子）〈総合型選抜〉

■専門学校（女子）〈AO入試〉

〈推薦入試・特別入試〉

B日程※1：臨床心理学研究科を除く　　B日程※2：臨床心理学研究科のみ

B日程※1：臨床心理学研究科を除く　　B日程※2：臨床心理学研究科のみ

〈一般入試〉

〈指定校推薦〉

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校

■光英VERITAS中学校・高等学校（共学）

■聖徳大学附属小学校（共学）

●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

B日程※1：臨床心理学研究科を除く　　B日程※2：臨床心理学研究科のみ

第15回 ▶12月18日［土］ 14：00～16：00

▶12月4日［土］
13：00～16：00

▶3月19日［土］
13：00～16：00

令和4年 ▶1月9日［日］ ▶2月6日［日］ ▶2月20日［日］
 各日13：00～13：45　※3月以降も随時開催予定です。

令和4年 ▶1月22日［土］
 10：00～11：30 （新年長・年中保護者対象）

▶3月12日［土］
　10：00～11：30 （入学希望者対象）

▶12月4日［土］ ▶12月11日［土］
　9：30～11：00　※10：00～12：00（オンライン型）

▶12月18日［土］ 9：30～11：30

令和4年 ▶1月29日［土］ ▶1月30日［日］ 9：30～

令和4年 ▶2月12日［土］ ▶3月12日［土］ 9：30～

令和4年 ▶1月12日［水］
  17：00～19：00

 ▶12月11日［土］ ▶12月12日［日］ ▶12月19日［日］
令和4年 ▶1月8日［土］ ▶1月15日［土］ ▶1月16日［日］ ▶1月22日［土］ ▶1月29日［土］ ▶1月30日［日］
 各日10：00～15：00　※2月以降も随時開催予定です。
 ※WebアプリZoomを使用したオンライン個別相談となります。
 ※詳細はホームページ「NEWS」でご確認ください。

◯ 個別相談会

◯ 入試説明会

▶12月25日［土］
　9：30～11：30

▶12月25日［土］
　9：30～11：30

▶12月26日［日］
　9：30～11：30

▶12月26日［日］
　9：30～11：30

▶12月11日［土］
　9：30～11：30

▶12月4日［土］
　9：30～11：30

◯ 受験対策相談会

◯ 未来校者対象説明会

◯ 併願合格者説明会

◯ 中学1・2年生対象学校説明会
　 兼 吹奏楽コース説明会

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

令和4年度 大学院（春学期入学）　
入試日程【通信教育課程】

■聖徳大学大学院児童学研究科通信教育課程
博士前期課程

博士後期課程

旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校旧中込学校

長野県佐久市春日2258-1

信州佐久 春日温泉 自然体感リゾート ご予約はお電話にて 電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www.kasuganomori.com/

セイトクセイトクのの派 遣 会 社派 遣 会 社 だ か らだ か ら安心安心
派遣登録募集中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症（（COVIDCOVID--1919））の感染拡大が懸念されています。の感染拡大が懸念されています。
本紙に掲載しているイベント・行事については、今後中止・延期になる場合があります。

事前に各学校や園にお問い合わせをお願いします。

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日

指定校推薦入試 前期 C 11月22日（月）～12月17日（金）12月18日（土）

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日

一般入試

前期 B 11月22日（月）～12月17日（金）12月18日（土）

後期
A 1月6日（木）～1月21日（金） 1月22日（土）
B 1月24日（月）～2月18日（金） 2月19日（土）
C 2月21日（月）～3月11日（金） 3月12日（土）

入試区分 願書受付期間 入試日
Ⅲ期入試 11月16日（火）～12月1日（水） 12月4日（土）
Ⅳ期入試
編入（１学期～） 12月7日（火）～1月12日（水） 1月15日（土）

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中
学
校

第一志望入試
帰国子女入試 Web 11月1日（月）～11月30日（火） 12月1日（水）

第1回入試
適性検査型入試 Web 12月2日（木）～1月19日（水） 1月20日（木）

VERITAS理数特待
選抜入試 Web 12月2日（木）～1月19日（水） 1月20日（木）

第2回入試 Web 12月2日（木）～1月21日（金） 1月22日（土）
VERITAS英語入試 Web 12月2日（木）～1月21日（金） 1月22日（土）
特待選抜入試 Web 12月2日（木）～1月23日（日） 1月24日（月）
第3回入試 Web 12月2日（木）～2月2日（水） 2月3日（木）

高
等
学
校

前期入試Ⅰ
特待選抜入試 Web 12月17日（金）～1月15日（土） 1月17日（月）

または
1月18日（火）
※両日受験可

推薦入試 Web 12月17日（金）～1月15日（土）
一般入試① Web 12月17日（金）～1月15日（土）

前期入試Ⅱ 一般入試② Web 12月17日（金）～1月26日（水） 1月27日（木）

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

高
校

一般推薦
探究型推薦
陸上推薦
吹奏楽推薦

郵送 12月8日（水）～12月24日（金）
1月9日（日）

窓口 12月8日（水）～12月9日（木）

一般入試
併願推薦型入試
兼 学力特待選考・特別

進学コース選考（Ⅰ）（Ⅱ）
帰国子女入試

郵送 12月8日（水）～12月24日（金）
1月15日（土）
1月20日（木）

窓口 12月8日（水）～12月9日（木）

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程※1 令和3年
12月1日（水）～12月10日（金）

12月19日（日）
但し音楽文化研究科は、

12月18日（土）・ 19日（日）
B日程※2 令和3年

11月18日（木）～11月26日（金） 12月5日（日）

C日程 令和4年
1月27日（木）～2月4日（金）

2月13日（日）
但し音楽文化研究科は、

2月12日（土）・ 13日（日）

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程※1 令和3年
12月1日（水）～12月13日（月）

12月19日（日）
但し音楽文化研究科は、

12月18日（土）・ 19日（日）
B日程※2 令和3年

11月18日（木）～11月29日（月） 12月5日（日）

C日程 令和4年
1月27日（木）～2月7日（月）

2月13日（日）
但し音楽文化研究科は、

2月12日（土）・ 13日（日）

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程※1 令和3年
12月1日（水）～12月10日（金）

12月19日（日）
但し音楽文化研究科は、

12月18日（土）・ 19日（日）
B日程※2 令和3年

11月18日（木）～11月26日（金） 12月5日（日）

C日程 令和4年
1月27日（木）～2月4日（金）

2月13日（日）
但し音楽文化研究科は、

2月12日（土）・ 13日（日）

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程 令和3年
12月1日（水）～12月10日（金） 12月19日（日）

C日程 令和4年
1月27日（木）～2月4日（金） 2月13日（日）

区分 出願期間 入試日

春学期入学A日程 11月29日（月）～12月10日（金） 12月19日（日）
春学期入学B日程 1月24日（月）～2月7日（月） 2月13日（日）

区分 出願期間 入試日

春学期入学 1月7日（金）～1月31日（月） 2月13日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日
公募制※ 後期 11月29日（月）～12月6日（月） 12月12日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
B 11月29日（月）～12月6日（月） 12月12日（日）

内部推薦入試

一般入試
C 2月22日（火）～3月8日（火） 3月14日（月）

内部推薦入試

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

社会人特別入試※

アスリート･セカンドキャリア支援
特別奨学推薦入試

アスリート･サポート
特別奨学推薦入試

帰国子女特別入試
私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学入試

B 11月29日（月）～12月6日（月） 12月12日（日）

C 2月22日（火）～3月8日（火） 3月14日（月）

〈学校推薦型選抜〉

☆大学型、短大型

〈社会人入試・アスリート入試・帰国子女入試・留学生入試〉

〈編入学・専攻科入試〉

入試区分 出願期間 入試日
D日程※ 11月29日（月）～12月6日（月） 12月12日（日）
E日程※ 3月3日（木）～3月10日（木） 3月16日（水）

※看護学部を除く

※看護学部は、社会人特別入試B日程のみ実施する

※看護学部は実施しない

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日
公募推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生

（含専修学校）特別入試
ダブルスクール特別入試
社会人特別入試

前期 C 11月22日（月）～12月17日（金）12月18日（土）

後期

A 1月6日（木）～1月21日（金） 1月22日（土）
B 1月24日（月）～2月18日（金） 2月19日（土）
C 2月21日（月）～3月11日（金） 3月12日（土）

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日

AO入試 前期 C 11月22日（月）～12月17日（金）12月18日（土）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般選抜

A 12月20日（月）～1月24日（月）

1月30日（日）・31日（月）サテライト試験場  一般選抜
（看護学部・音楽学部を除く）

大学入学共通テスト
利用選抜

本学個別学力試験なし
但し､看護学部の面接および教育学部教育
学科スポーツ教育コース・音楽学部の実技等
1月30日（日）・31日（月）

一般選抜

B 2月2日（水）～2月16日（水）

2月22日（火）

大学入学共通テスト
利用選抜

本学個別学力試験なし
但し､看護学部の面接および教育学部教育
学科スポーツ教育コース・音楽学部の実技等

2月22日（火）
一般選抜

C 2月22日（火）～3月8日（火）

3月14日（月）

大学入学共通テスト
利用選抜

本学個別学力試験なし
但し､看護学部の面接および教育学部教育
学科スポーツ教育コース・音楽学部の実技等

3月14日（月）
実技特別選抜入試

（音楽学部  音楽学科のみ） 3月3日（木）～3月10日（木） 3月16日（水）

〈一般選抜〉

中学校

中学校

高等学校

高等学校

住 所 ／長野県佐久市中込1877
電 話 ／ 0267 - 62- 7845

開館時間／ 9時～17時 （11月〜3月は16時まで）
休 館 日／月曜日（祝日の場合は翌日）、毎月第2火曜日、年末年始は休館
入 場 料／大人260円、 高校生・大学生150円、 小・中学生120円

　旧中込学校は明治8（1875）年に
完成し、国内の学校建築のうち現存
する最古級の擬洋風建築物で、重要
文化財に指定されています。
　当時の下中込村の村民の負担と寄
付で建設された太鼓楼の天井には、
ロンドン、パリ、ローマなど世界各地
の都市を示す方位図があり、子供た
ちに世界に目を向ける人になっても
らいたいという村人の願いがうかが
えます。
　そして、昭和44（1969）年に明治建
築の建造物であることから重要文化
財に、そして校舎の場所が明治8年か
ら変わっていないことから国史跡に
指定されました。

写真提供：佐久市観光協会


